
平成 28年度 さくらネットワーク経過 
大阪市立総合医療センター医療連携 

地域医療連携センター 

目 的： 

将来の地域医療構想を見据え、患者・家族が安心・安全、かつ継続してその地域で医療・療養を受けるこ
とができるよう地域医療機関の医療機能を有機的に連携・強化する。 
主な課題：各医療機関の医療機能に関する情報の共有化 ：在宅医療について課題抽出と対策の検討 

：地域連携パスの作成（例、心不全パス：急性期病院⇔連携病院⇔在宅） 

：転院や退院後の在宅調整などに係る問題点の検討 ：地域医療の向上のための研修内容の検討 

 ：救急医療体制の課題抽出と対策の検討   ：大規模災害への対応（訓練参加） 

月 日 計画 内容 備考 

4 20 

診療報酬改定と地域医療連携 

 

退院支援加算、地域連携診療加算 

新たな地域連携パスの意見・提案募集 

既存パスの展開（大腿骨、脳卒中） 

博愛城北病院参加 

5 18 

情報及び意見交換 

参加病院のエリア拡大 

守口市、寝屋川市、大東市、枚方市、門真市の地域

包括ケア病棟を有する病院への拡大を検討 

泉岡医院、訪看ﾈｯﾄｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加 

6 15 

今後の展開について 地域医療連携における大阪市立総合医療センター

の位置づけ確認と現状報告 

済生会泉尾病院参加 

辻外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院参加 

来年度実施の大災害訓練の案内 

今年度災害訓練の参加募集 

7 20 

心不全地域連携パスの検討 急性期病院→亜急性期→在宅までのパスを想定 

さくらネットワークでは病病間のパスについて検討 

(ADL､検査データ､水分制限､リハビ、合併症､投薬、

等) 

総合医療センター 

循環器内科成子部長、松村医師参加 

8 17 

①ネットワークの目的について 

②認知症初期集中支援チーム

（オレンジチーム）について 

③大腿骨地域医療連携パス 

①目的について再確認 

②都島区北部包括支援センターより説明 

③運用の説明、参加希望があれば検討していく 

森之宮病院、都島区北部包括支援セ

ンター、総合医療センター嶋岡地域医

療連携センター長参加 

懇親会開催 

9 21 

①心不全地域連携パス 

②高齢者等在宅医療・介護連

携に関する相談支援事業につ

いて 

③地域研修会について 

①北野病院、センター、地域医療機関で検討し、同

じパスを使用。内容は検討中。 

②コーディネータより説明 

③職種別で日常業務で困っていること、知識向上の

ための研修についてグループワーク 

牧リハビリテーション病院、都島区在宅

医療・介護連携相談室コーディネータ、

やぎクリニック参加 

10 19 

①ネットワーク病院より 

②食事箋マップについて 

③グループワークより 

④地域連携パスについて 

その他：高齢者等在宅医療・介

護連携に関する相談支援事業

について 

①施設・病棟新規開設について 

②藤立病院より提案 

③成年後見人制度についての研修会の提案 

④心不全・大腿骨頸部骨折について 

その他：相談シート記載について 

都島区在宅医療・介護連携相談室コ

ーディネータ 

11 16 

①心不全地域連携パス 

②食事箋マップ 

③症例検討 

④病⇔病間の課題整理 

病⇔診（在宅）の課題整理 

①進捗状況について 

②食事箋マップ作製方法について 

③緊急診療断り事例等について 

④の課題と対応策を検討 

仁泉会病院参加 

11月25日総合医療センター災害訓練

実施（患者役として参加要請） 

12 21 

①症例検討 

②心不全地域連携パス 

③訪問看護 ST からの提案 

①受入れについて負荷がかかっていないか等 

②病病連携・病診連携のパスの進捗状況について報

告 

③地域包括ケアシステムの推進に向けて都島区医

在宅医療・介護連携室相談室コーディネータより提

案 

都島区医師会泉岡副会長、都島区医

師会在宅担当理事矢木医師、都島区

在宅医療・介護連携相談室コーディネ

ータ 

1 18 
①症例検討 

②心不全地域連携パス 

①ネットワーク病院からの緊急診療要請対応状況に

ついて説明 

司法書士松井氏・司法書士事務所濱

崎氏 



③成年後見制度について 

④大腿骨地域医療連携パス 

②病病連携パス、病診連携パスの進捗状況について 

③成年後見制度について司法書士松井氏より研修 

④大腿骨地域医療連携パスについて症例検討 

 

 

懇親会 

2 15 

①緊急診療要請の対応につい

て 

②症例検討 

③グループワーク 

①地連室、緊急診療ｼｽﾃﾑ、ﾊｰﾄﾗｲﾝ、ﾆｭｰﾛﾗｲﾝの

状況報告。 

②四肢切断症例へのセンターでの受入れに関する院

内連携等について 

③各病院のアピールポイント 

  各病院の医療機能について 

  具体的な受入れ疾患について 

  今年度の本会の振り返り、今後のあり方について 

  次年度に希望すること 

次回報告予定 

愛泉会病院、加納総合病院参加 

3 15 

①食事箋マップについて 

②前回のグループワークについ

て 

③今年度の本会議の振り返り・

今後のあり方について 

①各病院参加の可否を確認し、栄養士で内容検討

する会を開催することとなる。 

②入院に関する病院情報シートを充実させ、ホーム

ページの医療機関一覧から機能別検索できるように

することを検討 

③次年度は開催頻度、訪問看護師や医師による研

修会の開催を検討 

次回開催は、5 月 17 日（水）とする 

※原則として毎月第 3水曜日 15:00 

 


